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（単位　人）

敬老人口：満75歳以上

いつまでもお元気で 

八 幡 地 区 の １ ０ ０ 歳 以 上 の 方 々 

総人口
敬老
人口

25年度
敬老比率

26年度
敬老比率

地域名

354 75 20.9% 21.2% 浜 小 根

492 82 15.7% 16.7% 廻　   間

1,005 143 15.0% 14.2% 西 平 井

1,043 148 13.8% 14.2% 中 小 根

370 49 14.6% 13.2% 荒 　  井

364 48 10.4% 13.2% 堀 之 内

701 67 9.4% 9.6% 中     島

650 62 10.1% 9.5% 上 平 井

1,792 169 9.5% 9.4% 荒   　古

1,339 124 8.9% 9.3% 杉   　山

1,607 96 5.9% 6.0% 寺 本 台

2,236 114 4.8% 5.1% 八幡新町

1,289 32 2.3% 2.5% 寺本新町

13,242 1,209 9.0% 9.1% 合　計
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第　７　９　号
平成26年11月8日

１０３歳 相 良 波 子 様 （ 荒 古 ）

１００歳 深 川 雄 一 様 （ 荒 井 ）

１００歳 加 古 五 好 様 （ 荒 井 ）

１００歳 内 藤 き ぬ 様 （ 中 島 ）

１００歳 高 橋 正 夫 様 （八幡新町）

１００歳 平 松 坂 兵 様 （浜小根）

　　　　　　　　　　　　　「広報ちた（2014.9）」掲載分

 
九
月
十
六
日
は
敬
老
の
日
で
し

た

。
九
月
の
週
末
に
は

、
今
年
も
各

字

、
町
内
会
毎
に

、
趣
向
を
凝
ら
し

た
敬
老
会
が

、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た

。
記
念
品
を
配

っ
た
り

、
長
寿

番
付
表
を
配
布
し
た
り
し
て

、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た

。
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 ９月７日（日曜日）荒井公会堂にて。敬老会も８０回、米寿

を迎えました。津軽三味線で楽しんでいただきました。 

 ９月７日に知多市青少年会館で開催されました。 荒古祭り囃
子演奏に「なつかしい」の声があがりました。 

 出席者３５名と堀之内敬老会史上最高の人数の参加をいた
だき、和気あいあいのうちに無事終了しました。 

 第93回敬老会を ９月１４日（日）に開催しました。 余興と
して安木節の踊り(どじょっこの会)とよさこい踊り(なごみの会)
で楽しく無事に終了しました。 

 ９月１５日(月・祝)に西平井公会堂で敬老会を開催しま

した。余興でボランティアグループ「どじょっこの会」の

方々に出演いただき、敬老者も参加して１３名で「どじょう

すくい」を踊りました。 

 ９月７日に３３名の参加を得て敬老会を盛大に開催しました。 

 ９月１４日（日）八幡新町集会所にて敬老会を開催しました。 

≪荒 井≫ 

≪荒 古≫ 

≪堀之内≫ 

≪杉 山≫ 

≪浜小根≫ 

≪寺本新町≫ 

≪寺本台≫ 

≪八幡新町≫ 

 ９月７日(日) に敬老会が執り行われました。１６名の方々が参
加され、和やかにひと時を過ごしていただきました。 

≪中小根≫ 

 中小根敬老会に初めて幼稚園児に協力いただき、
たいへん盛り上がりました。 

≪廻 間≫ 

 ９月７日（日曜日）、多くの方に参加いただき敬老会を
開催しました。 

 秋場所初日ということもあり伴野春代さんによる相撲甚句が大変
好評でした。高齢者の自転車事故の増加や法改正の話も取り入れ
ていただきました。 

９月７日（日)寺本新町の敬老会が開催されました。 

平成２６年度  敬老会いろいろ  

 ９月１４日（日曜日）、にぎやかに敬老会が開
催されました。 

≪中 島≫ ≪上平井≫ 

≪西平井≫ 
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第９回 わがまち再発見 

 
堀
之
内
 
 
組
長
 
下
村
勝

　
堀
之
内
は
、

八
幡
地
区
の
中

で
北
東
に
位
置
し
東
海
市
に
接

す
る
場
所
で
す
。

世
帯
数
一
四

六
戸
、

人
口
三
六
三
人
の
八
幡

地
区
内
で
は
最
小
の
地
域
で
す

が
名
鉄
寺
本
駅
か
ら
徒
歩
約
一

〇
分
、

通
勤
通
学
に
も
便
利
で

す
。

一
昔
前
は
リ
ヤ
カ
ー

と
牛

車
し
か
通
ら
な
か
っ

た
場
所
で

す
が
、

東
海
知
多
線
が
で
き
、

周
り
に
は
ス
ー

パ
ー

マ
ー

ケ
ッ

ト
、

ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、

コ
ン

ビ
ニ
、

喫
茶
店
、

う
ど
ん
専
門

店
、

パ
チ
ン
コ
店
、

歯
医
者
、

美
容
院
さ
ら
に
は
葬
祭
場
も
擁

し
、

生
活
環
境
の
整
っ

た
地
域

で
、

今
や
地
区
内
最
大
の
集
客

力
を
誇
り
、

土
日
に
は
渋
滞
も

発
生
す
る
場
所
と
な
り
ま
し

た
。

 
さ
ら
に
、

今
建
設
中
の
東
海

市
・
知
多
市
合
同
の
総
合
病
院

へ
も
近
い
場
所
で
、

最
近
は
新

し
い
住
宅
も
増
え
て
若
い
世
代

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、

堀
之
内
の
中
心
に
位

置
す
る
寺
本
城
址
は
天
王
山
と

よ
ば
れ
、

今
で
も
昔
か
ら
の
伝

統
で
あ
る
天
王
山
祭
り
、

山
お

ろ
し
、

秋
葉
山
、

元
旦
祭
等
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
存
す
る

も
の
は
今
や
石
垣
の
一
部
と
石

段
位
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ

の
昔
お
城
の
周
り
に
お
堀

　
一
方
、

堀
之
内
の
中
心
に
位

置
す
る
寺
本
城
城
址
は
天
王
山

と
よ
ば
れ
、

今
で
も
昔
か
ら
の

伝
統
で
あ
る
天
王
山
祭
り
、

山

お
ろ
し
、

秋
葉
山
、

元
旦
祭
等

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
存
す

る
も
の
は
今
や
石
垣
の
一
部
と

石
段
位
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
昔
お
城
の
周
り
に
お
堀
が

あ
り
そ
の
内
側
が
堀
之
内
で

す
。

又
、

城
主
で
あ
っ

た
花
井

播
磨
守
信
忠
の
石
碑
は
、

八
幡

小
学
校
南
門
の
脇
に
ひ
っ

そ
り

と
建
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
堀
之
内
は
古
い

伝
統
行
事
と
新
し
い
商
業
地
域

が
混
在
し
な
が
ら
発
展
を
続
け

る
よ
き
街
で
す
。

十
年
後
に
は

信
濃
川
の
改
修
も
終
わ
り
、

信

濃
川
の
東
に
当
た
る
竹
の
後
、

宗
作
、

平
野
地
区
は
区
画
整
理

さ
れ
、

寺
本
新
町
の
よ
う
な
一

大
町
内
会
が
誕
生
す
る
こ
と
で

し
ょ

う
。

堀之内の新市街地 

寺本城城址の石垣と石段 

花井播磨守信忠の石碑 

わがまち紹介 ー荒古ー
ー集いの場・憩いの場「公会堂」も３０歳ー

昭和５９年３月１８日、現在の荒古公会堂が

竣工されました、当時の「荒古公会堂建設委員

会 を中心に 荒古組の方々の寄付等により 加」 、 「

古建築事務所」の設計のもと「坪井工業株式会

社」建設によって完成しました。

その「荒古公会堂」も今年でちょうど３０年

になります。

現在は荒古組員の活動拠点として、総会をは

荒古公会堂の全景じめとする各種行事、資源回収、クリーン作戦、

敬老会の準備、運動会の準備、お囃子練習や・

、 。花車の制作等の祭礼の準備 子ども会の行事のための準備等行われる場所となっています

公会堂は、荒古の中心にあり、その建物の回りには花壇があり、市の緑化活動でいただ

いた花々を栽培しており、四季折々、荒古組の人々の目を癒しています。

これからも、荒古組の象徴として、荒古組員の協調のシンボルとして「荒古公会堂」の

存在は大きくなることと思います。

集
い
の
場
・
憩
い
の
場

　
　
「

公
会
堂
」

も
三
十
歳

　
昭
和
五
九
年
三
月
十
八
日
、

現
在
の
荒
古
公
会
堂
が
竣
工
さ

れ
ま
し
た
。

当
時
の
「

荒
古
公

会
堂
建
設
委
員
会
」

を
中
心

に
、

荒
古
組
の
方
々
の
寄
付
等

に
よ
り
「

加
古
建
築
事
務
所
」

の
設
計
の
も
と
「

坪
井
工
業
株

式
会
社
」

建
設
に
よ
り
完
成
し

た
も
の
で
す
。

　
そ
の
「

荒
古
公
会
堂
」

も
今

年
で
ち
ょ

う
ど
三
十
年
に
な
り

ま
す
。

　
現
在
は
荒
古
組
員
の
活
動
拠

点
と
し
て
、

総
会
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
行
事
、

資
源
回
収
、

ク
リ
ー

ン
作
戦
、

敬
老
会
の
準

備
、

運
動
会
の
準
備
、

お
囃
子

練
習
や
花
車
の
制
作
等
の
祭
礼

の
準
備
、

子
ど
も
会
の
行
事
の

た
め
の
準
備
等
が
行
わ
れ
る
場

所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
公
会
堂
は
荒
古
の
中
心
に
あ

り
、

そ
の
建
物
の
周
り
に
は
花

壇
が
あ
り
、

市
の
緑
化
活
動
で

い
た
だ
い
た
花
々
を
栽
培
し
て

お
り
、

四
季
折
々
、

荒
古
組
の

人
々
の
目
を
癒
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
荒
古
組
の
象
徴

と
し
て
、

荒
古
組
員
の
協
調
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
「

荒
古
公

会
堂
」

の
存
在
は
大
き
く
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

平成26年度 （単位：人）
荒　古 堀之内

人　　数 人口比率人　　数 人口比率

人 口 1,792 ― 364 ―

世 帯 数 770 ― 146 ―

敬老人口 169 9.4% 48 13.2%

子ども会 100 5.6% 18 4.9%

区　　分

荒古公会堂の全景 

 
荒
 
古
 
 
組
長
 
高
橋
光
夫
 


